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当
館
で
は
、
川
崎
市
が
令
和
６
年
７
月
１
日
に
市

制
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
所
蔵
し
て
い

る
社
史
の
中
か
ら
、
川
崎
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
企
業

の
社
史
を
集
め
、
「川
崎
市
と
歩
ん
で
き
た
、
こ
れ
か

ら
も
歩
み
続
け
る 

企
業
の
社
史
」展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

令
和
６
年
６
月
14
日
（金
）か
ら
、
企
業
が
拠
点

を
置
く
区
ご
と
に
社
史
を
分
け
、
一
カ
月
ご
と
に
入

れ
替
え
て
展
示
し
ま
し
た
。
１０
月
１１
日
（金
）か
ら

１２
月
１１
日(

水)

ま
で
は
、
６
月
か
ら
展
示
し
て
き

た
社
史
を
ま
と
め
て
展
示
し
て
い
ま
す
。 

今
号
で
は
、
展
示
し
て
い
る
社
史
の
中
か
ら
川
崎 

市
の
１
０
０
年
の
変
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
社

史
を
紹
介
し
ま
す
。 

  

最
初
に
紹
介
す
る
の
は
、
川
崎
区
に
本
社
を
置
く 

   

       

川
崎
鶴
見
臨
港
バ
ス
株
式
会
社
の
『
臨
港
バ
ス
５
０

年
の
あ
ゆ
み
』（１
９
８
８
年
刊
行
）で
す
。 

そ
の
な
か
の
「
沿
線
風
景 

今
昔
」
に
は
、
J

R

川
崎
駅
前
や
京
急
大
師
駅
と
大
師
参
道
入
口
等
、

川
崎
市
の
過
去
と
現
在
を
比
較
し
て
見
る
こ
と
が
で

き
る
写
真
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
J

R
川
崎
駅
前
の
変
遷
と
し
て
、
昭

和
１５
・
３０
・
３９
・
４２
・
６２
年
の
駅
前
の
写
真
が
５
枚

掲
載
さ
れ
、
木
造
の
駅
舎
か
ら
は
じ
ま
り
、
発
展
し

て
い
く
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

そ
の
他
に
、
川
崎
鶴
見
臨
港
バ
ス
の
車
両
や
乗
車

券
の
変
遷
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
創
立
当
時

の
車
両
か
ら
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
見
た
こ
と
の

あ
る
車
両
を
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
川
崎
区
に
本
店
営
業
部
を 

   

       

置
く
、
川
崎
信
用
金
庫
の
『
変
わ
る
も
の
変
わ
ら
な

い
も
の 

川
崎
信
用
金
庫
８
０
周
年
記
念
』
（２
０
０

３
年
刊
行
）で
す
。 

そ
の
な
か
の
「
街
の
風
景
・
い
ま
む
か
し
」
に
は
、

「
大
師
の
海
」
、
「
大
山
街
道
」
、
「
多
摩
川
の
梨
畑
」
、

「
新
百
合
ヶ
丘
」
に
つ
い
て
の
説
明
と
、
過
去
と
刊
行

当
時
の
比
較
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
昭
和

６１

年
の
新
百
合
ヶ
丘
駅
周
辺
の

青
々
と
し
た
野
原
が
広
が
る
写
真
を
見
て
、
川
崎
市

の
変
化
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

 

新
百
合
ヶ
丘
駅
の
あ
る
麻
生
区
の
変
化
は
、
麻
生

区
に
本
社
を
置
く
、
株
式
会
社
三
矢
研
究
所
の
『
株

式
会
社
三
矢
研
究
所 

５
０
年
の
歩
み
』
（２
０
２
０

年
刊
行
）で
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

(

裏
面
へ
つ
づ
く) 
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(
表
面
か
ら
続
く) 

そ
の
な
か
の
「株
式
会
社
三
矢
研
究
所
５
０
年
の
歩
み 

街
並
み
の

変
遷
」に
は
、
１
９
７
０
年
代
と
２
０
１
０
年
代
の
株
式
会
社
三
矢
研

究
所
付
近
や
「柿
生
陸
橋
」、
「柿
生
商
店
街
」の
様
子
を
比
較
で
き
る

写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
ま
で
紹
介
し
て
き
た
社
史
の
な
か
で
は
、
畑
や
緑
豊
か
な
風
景

の
写
真
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
川
崎
農
業
協
同
組
合
の
『川
崎
農

協
三
十
年
史
』（１
９
８
２
年
刊
行
）の
「写
真
で
綴
る
思
い
出
～
過
ぎ

さ
り
し 

あ
の
日
あ
の
こ
ろ
～
」に
は
、
農
作
業
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、

昭
和
30
年
頃
の
川
崎
市
の
農
業
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

次
に
、
ど
の
よ
う
な
農
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
の
か
が
気
に
な
り
、
、

セ
レ
サ
川
崎
農
業
協
同
組
合
の
『さ
ら
な
る
飛
躍
へ 
J

A
セ
レ
サ

川
崎
１
０
周
年
記
念
誌
』（２
０
０
７
年
刊
行
）を
手
に
取
り
ま
し
た
。 

そ
の
な
か
の
「第
４
章 

農
へ
の
こ
だ
わ
り
」で
は
、
次
代
に
受
け
継

ぐ
「
川
崎
農
物
語
」
と
題
し
て
、
『
広
報
誌
セ
レ
サ
』
の
表
紙
を
飾
っ
て

き
た
農
産
物
の
写
真
と
逸
話
が
１
０
７
話
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
よ
う
な
一
般
的
な
野
菜
か
ら
、
禅

寺
丸
柿
と
い
っ
た
川
崎
独
自
の
品
種
、
さ
ら
に
は
パ
パ
イ
ヤ
や
マ
ン
ゴ

ー
ま
で
、
川
崎
市
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
農
産
物
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
種
類
が
川
崎
市
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。 

  

こ
こ
ま
で
は
、
川
崎
市
の
街
並
み
の
変
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

社
史
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
次
は
、
川
崎
市
内
に
あ
る
工
場
の
変

化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
社
史
を
紹
介
し
ま
す
。 

最
初
に
紹
介
す
る
の
は
、
川
崎
商
工
会
議
所
の
『川
崎
商
工
会
議
所

二
十
五
年
史
』（１
９
６
６
年
刊
行
）で
す
。 

 

巻
頭
に
、
社
史
が
刊
行
さ
れ
た
頃
の
川
崎
市
内
の
会
社
や
工
場
の

写
真
が
、
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
も
川
崎
市
に
工
場
の
あ
る
「味
の
素
株
式
会
社
」
や
「東
京
芝

浦
電
気
株
式
会
社
」
（
現
、
株
式
会
社
東
芝
）
だ
け
で
な
く
、
「
い
す
ゞ

自
動
車
株
式
会
社
」や
「明
治
製
菓
株
式
会
社
」（現
、
株
式
会
社
明
治
）

等
、
現
在
は
川
崎
市
に
な
い
工
場
の
姿
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

現
在
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
つ
な
が
り
で
、
プ
ロ
野
球
の
試
合
が

行
わ
れ
て
い
た
「川
崎
球
場
」は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？  

川
崎
市
環
境
局
の
『
あ
り
が
と
う
、
川
崎
球
場
』
（
２
０
０
１
年
刊

行
）に
は
、
昭
和
２７
年
に
川
崎
球
場
が
誕
生
し
て
か
ら
平
成
１２
年
に

解
体
工
事
が
終
了
す
る
ま
で
の
歴
史
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

写
真
だ
け
で
な
く
、
「プ
ロ
野
球
、
公
式
試
合
全
記
録
」に
は
、
昭
和

２７
年
か
ら
平
成
４
年
ま
で
の
川
崎
球
場
で
行
わ
れ
た
セ
・リ
ー
グ
や

パ
・
リ
ー
グ
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
等
の
試
合
の
勝
敗
や
勝
・
負
投
手
ま
で

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
現
在
は
、
「
富
士
通
ス
タ
ジ
ア
ム
川
崎
（
川
崎
富
士
見
球
技
場
）
」
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
平
成
19
年
に
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
等
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
拠
点

と
な
る
球
技
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
紹
介
し
た
社
史
は
、
全
て
１２
月
１１
日
（水
）ま
で
低
書
架
コ
ー

ナ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
手
に
取
っ
て
見
て
い
た
だ
き
、
川

崎
市
の
１
０
０
年
の
変
化
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

（企
画
情
報
課 

峯
山
） 
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